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売上高：211億円、営業利益：13億円

■AIサーバー関連およびホスフィン誘導体が好調に推移

■車載向け低調や農薬原体の製造スケジュール調整の影響があったものの、
売上高は前年同期並み

■収益性改善効果と原価上昇影響が概ね相殺され、営業利益は概ね前年同期並み

2027年3月期第２四半期 決算サマリー

27年3月期

上期実績

売上高：408億円、営業利益：28億円（据え置き）

■上期業績は概ね計画どおりに推移

■AIサーバー関連やホスフィン誘導体は想定を上回る水準で推移する見込みも、
外部環境の変化を慎重に見極めるため、通期業績予想を据え置き

■安定的な収益基盤の構築と収益性の向上に向けた活動を推進

年間配当予想：１株あたり240円（中間120円、期末120円・据え置き）

■2026年7月30日公表の配当予想から変更なし

■資本効率の向上および株主還元の充実を推進

27年3月期

見通し

株主還元
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2027年3月期
第２四半期決算状況1
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決算のポイント

◆売上高・営業利益ともに概ね前年同期並み

・AIサーバー関連およびホスフィン誘導体が好調に推移

・車載向け低調や農薬原体の製造スケジュール調整の影響があったものの、
売上高は前年同期並み

・営業利益は、高付加価値品の販売増加による収益性改善があった一方で、

原燃料価格の上昇や定期修繕等による原価悪化の影響を受け概ね前年同期並み

◆純利益は前年同期比で大幅増加

・政策保有株式の売却に伴う投資有価証券売却益を特別利益として計上
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2027年3月期 第２四半期 決算状況

【営業利益の増減要因（前年同期比）】

※EBITDAは簡易版を使用（営業利益＋減価償却費）

8

▲ 1

▲ 9

2

26/3期２Q 価格差異 数量差異 原価差異 販管費他 27/3期２Q

13億円 13億円

（億円）

（百万円）

2026年3月期

第２四半期

2027年3月期

第２四半期
増減 増減率

売上高 20,998 21,155 157 0.7%

営業利益 1,390 1,367 ▲ 22 ▲ 1.6%

営業利益率 6.6% 6.5% ▲0.1pt

経常利益 1,374 1,338 ▲ 35 ▲ 2.6%

純利益 1,336 2,029 693 51.9%

EBITDA※ 3,236 3,353 116 3.6%

1株あたり利益（円） 152.79 234.00 - -
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2027年3月期 第２四半期 事業別の収益

（百万円）

2026年3月期

第２四半期

2027年3月期

第２四半期
増減 増減率

売上 9,079 9,682 602 6.6%

営業利益 637 622 ▲ 15 ▲ 2.4%

売上 11,307 10,856 ▲ 451 ▲ 4.0%

営業利益 458 434 ▲ 24 ▲ 5.3%

売上 469 473 3 0.8%

営業利益 275 305 29 10.9%

売上 141 143 1 1.1%

営業利益 6 0 ▲ 6 ▲ 89.9%

合計 売上 20,998 21,155 157 0.7%

営業利益 1,390 1,367 ▲ 22 ▲ 1.6%

化学品

機能品

賃貸

その他
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2027年3月期 第２四半期 化学品事業

◆クロム製品：めっき向け堅調

◆シリカ製品：堅調

◆りん製品：液晶・半導体向け、一般工業向けともに堅調
◆その他：資源価格の上昇に伴い価格改定

9,079 
9,682 

前期２Q 当期２Q

売上高

637 622 

前期２Q 当期２Q

営業利益

2026年3月期

第２四半期

2027年3月期

第２四半期
増減 増減率

2,797 2,779 ▲ 17 ▲ 0.6%

1,165 1,167 1 0.1%

3,314 3,376 62 1.9%

1,802 2,359 556 30.9%

9,079 9,682 602 6.6%合計

（百万円）

クロム製品

シリカ製品

りん製品

その他
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2027年3月期 第２四半期 機能品事業

11,307 10,856 

前期２Q 当期２Q

売上高

458 434 

前期２Q 当期２Q

営業利益

◆電子セラミック材料：AIサーバー関連など通信向けが大幅伸長した一方で、

車載向け需要が前年同期の高水準出荷の反動により低調に推移

◆有機機能材料

- ホスフィン誘導体：量子ドット向け大幅落ち込みも、海外向け触媒や

有機合成用触媒原料が大幅伸長

- 農薬原体：原材料納入遅延に伴う生産調整

◆電池・電子デバイス材料

- 電池材料：資源価格の下落に伴い価格改定

- 回路材料：資源価格の上昇に伴い価格改定

- 高純度電子材料：AIサーバー関連を中心とした半導体向けが大幅伸長

2026年3月期

第２四半期

2027年3月期

第２四半期
増減 増減率

5,532 5,108 ▲ 423 ▲ 7.7%

2,677 2,475 ▲ 201 ▲ 7.5%

2,304 2,407 102 4.4%

792 865 72 9.1%

11,307 10,856 ▲ 451 ▲ 4.0%

電池・電子デバイス材料 計

その他

合計

（百万円）

電子セラミック材料 計

有機機能材料 計
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2027年3月期 第２四半期 賃貸・その他事業

◆賃貸：主要テナント堅調

611 616 

前期２Q 当期２Q

売上高

282 
305 

前期２Q 当期２Q

営業利益

2026年3月期

第２四半期

2027年3月期

第２四半期
増減 増減率

469 473 3 0.8%

141 143 1 1.1%

611 616 5 0.9%

（百万円）

賃貸

その他

合計
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財政状態

（百万円）
2026年3月末 2026年9月末 増減 主な増減要因

流動資産 31,070 30,916 ▲ 154 現預金▲1,942、売掛金813、棚卸資産357

固定資産 47,386 50,610 3,223 有形285、投資有価証券2,896

資産合計 78,457 81,526 3,068

流動負債 19,522 19,662 140 短期借入875、未払法人税等▲381

固定負債 8,613 8,466 ▲ 147 長期借入▲1,062、繰延税金負債945

負債合計 28,136 28,129 ▲ 6

株主資本 43,016 44,381 1,364 利益剰余金1,508

その他の包括利益累計額 7,305 9,015 1,710 その他有価証券評価差額金1,978

純資産合計 50,321 53,397 3,075

負債純資産合計 78,457 81,526 3,068

自己資本比率（％） 64.1% 65.5% 1.4pt D/Eレシオの目安：0.4～0.5倍
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キャッシュ・フロー

※営業CFから投資CFと配当金を減算して算出

（百万円）

2026年3月期

第２四半期累計

2027年3月期

第２四半期累計
増減 主な増減要因

営業CF 1,335 269 ▲ 1,065 投資有価証券売却益調整▲1,498

投資CF ▲ 2,188 ▲ 986 1,202 投資有価証券の売却収入1,560

財務CF ▲ 345 ▲ 1,217 ▲ 871 自己株取得関連▲501、借入金純増減額▲250

減価償却費 1,845 1,985 139

配当金支払額 400 519 119

現金中間期末残高 6,427 5,847 ▲ 580

フリーCF
※ ▲ 1,253 ▲ 1,236 17



2027年3月期 連結業績見通し２
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2027年3月期 連結業績見通しの進捗状況

13

◆業績予想を据え置き

・上期業績は概ね計画どおりに推移しており、通期業績予想を据え置き

・AIサーバー関連製品およびホスフィン誘導体は、引き続き想定を上回る水準で
推移する見込み

・原燃料価格の動向や市場環境の変化には引き続き注視

・収益性向上施策を推進し、持続的な成長と企業価値向上に取り組む

（百万円）

通期見通し

（8/10公表）
上期累計実績 進捗率

売上高 40,800 21,155 51.9%

営業利益 2,800 1,367 48.8%

経常利益 2,700 1,338 49.6%

純利益 4,500 2,029 45.1%
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2027年3月期 連結業績見通し

（百万円）

2026年3月期

実績

2027年3月期

見通し
増減 増減率

売上高 40,182 40,800 618 1.5%

営業利益 2,415 2,800 385 15.9%

営業利益率 6.0% 6.9% 0.9pt

経常利益 2,375 2,700 325 13.7%

純利益 2,894 4,500 1,606 55.5%

EBITDA※ 6,155 7,000 845 13.7%

ROE 6.0% 8.7% 2.7pt -

1株あたり利益（円） 331.39 518.63 - -

配当金（円）
中間：60円

期末：60円

年間：120円

中間：120円

期末：120円

年間：240円

- -

設備投資額 4,387 5,900 1,513 34.5%

減価償却費 3,740 4,200 460 12.3%

研究開発費 1,580 1,600 20 1.3%

為替（\/$） 149 156
※EBITDAは簡易版を使用（営業利益＋減価償却費）

通期業績予想は据え置き
（8/10公表）
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資本効率（ROE）の向上に向けた資本配分
縮減で創出した資本を再配分し、資本効率（ROE）の向上につなげる

政策保有株式の縮減 ＋ 営業ＣＦ ＝ 再配分できる資本

資本効率（ROE）の向上に向けた資本配分

成長投資

・高純度赤燐 能力増強【決定】

・チタン酸バリウム 能力増強【決定】

・高純度ホスフィン（検討中）

株主還元

・年間配当240円へ引上げ

・自己株式取得5億円（上限11万株）

財務健全性

・財務健全性の維持

・資本政策の機動的運営

政策保有株式の縮減で創出した資金を、成長投資・株主還元・財務健全性の維持へ適切に

配分することで、資本効率を高め、企業価値の持続的な向上を図る

15



本資料に記載されている業績予想や事業計画は、当社が現在入手可能な情報および一定の前提条件に基づいて作成したものであり、
将来の当社業績を保証するものではありません。様々な要因により、実際の業績等は異なる可能性があります。

投資に関する決定は、利用者ご自身のご判断で行われるようお願い致します。
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